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退
任
の
ご
挨
拶

帰国後は九州の人々に、九州

のＯＶと共に私たちの経験を

伝えていきたい！と、アフリ

カで想い募らせ帰国しました。

自身が行いたいこと、与えら

れたお仕事には全力で勤めて

きましたので、全く悔いはご

ざいません！新天地は岡山で

すが、いつまでも福岡のＯＶ

として心は九州に置いて行き

ます☆今後ともどうぞよろし

くお願いいたします♪

特定非営利活動法人九州海外協力協会

Japan Overseas Cooperative Association of  Kyushu

田植えの終わった田圃から聞こえる蛙の元気な合掌が、のどかな風情を醸し出していますが、東日本大震災の被災

地では、放射能汚染の影響や塩害で田植えもままならない状態が続いています。また、長期間避難所生活を余儀な

くされている皆様の心身の疲労が懸念されます。改めて衷心よりお見舞い申し上げます。

震災の影響が間接的に色んな所に出ていますが、国際協力の分野でもＪＩＣＡボランティアの春募集が１ヶ月延期

となり、募集説明会もＪＩＣＡの国内機関（国際センター）での説明会に限定されるなど、ボランティアの派遣事

業にも大きな影響を与えています。今回の春募集で合格者の確保を待ち望んでいた派遣国も多かったと思われます

が、震災復興に向けて、これら多くの国から激励のメッセージや支援物資が届けられました。このような支援に応

えるためにも、次期秋募集では多くの応募者を確保できるように、スタッフ一同汗を流す所存でおります。

事務局長 花田
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みなさん初めまして。6月より

新しくJOCA九州のスタッフとな

りました田中雅史と申します。

昨年の9月にザンビアより帰国し

ました。出身は栃木県ですが、

協力隊派遣前は鹿児島で働いて

いたので、また九州で働くこと

ができることを大変嬉しく思っ

ています。どうぞこれからよろ

しくお願い致します。

田中 冨美代

ルワンダ

17年度3次隊

ソーシャルワーカー

みなさん、こんにちは。

この4月から新しくJOCAに赴

任となりました、森川 大毅

と申します。昨年度までは、

小学校の教員として現場にお

りました。こちらに来て、多

くの人との出会いがあり、と

ても新鮮な毎日を送っていま

す。精一杯がんばっていこう

と思いますのでどうぞよろし

くお願いいたします。

森川 大毅

バヌアツ

19年度2次隊

小学校教諭

田中 雅史

ザンビア

20年度2次隊

村落開発普及員

山本 真理子

エジプト

17年度3次隊

野菜

JOCA九州便りを手に取ってく

ださっているみなさま、三年間

お世話になりました。たくさん

の方々に出会い、様々な刺激を

いただきながら‘JOCA九州らし

い活動’を模索する日々はとて

も幸せでした。全てはみなさん

に温かく見守っていただき、支

えていただいたおかげだと深く

感謝しています。ありがとうご

ざいました！！



平成23年度 春 青年海外協力隊 シニア海外ボランティア

募集説明会 5月21日（土）＠ JICA九州センター

JOCA九州総会 5月29日（日）＠ 福岡市
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5月29日（日）に23年度春の募集説明会＆体験談をJICA九州で開催しました。この

度の東北関東大震災の影響もあり、九州では今回、一回のみの北九州での説明会

となりました。当日は、台風という悪天候にも関わらず、青年海外協力隊52名、

シニア海外ボランティア12名と多くの方にお集まりいただきました。中には鹿児

島からはるばる来られた熱心な方もいらっしゃいました。今回の募集では、学生

さんも多数おり、ビデオ上映・OBによる体験談や各職種に分かれての個別相談

コーナーが行なわれました。個別相談の時間になると、参集者から、現地での生

活や活動、語学の勉強方などさまざまな質問が出され、とても有意義な時間とな

りました。ご協力いただいたOVの方々ありがとうございました。（森川）

先日5月21日（土）14:00よりJOCA九州弟7回総会が博多市のホテルコムズで行なわ

れました。当日は、九州各地から33名の会員の皆様にお集まりいただき、昨年度の

事業報告、来年度の計画、予算に関して審議され、全ての議案が承認されました。

今回は、今年度中止となった海外スタディーツアーに替わって、「東日本災害地支

援ボランティア体験プログラム」を実施することが承認されるとともに、4月4日か

ら一週間宮城県石巻市で災害ボランティアに参加された立山理事からの報告と、マ

ダガスカル希少動物保護事業に関して職員田渕から報告がなされました。

震災の影響が大きい中、新年度の事業実施に向けて活発なご意見をいただきました。

今年度もより一層精進していきたいと思っておりますので、引き続きご指導、ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします。お集まりいただいた会員の皆様、ありがとう

ございました。（田中）

JICAﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾐﾅｰ＠みやま市 6月18日（土）

福岡県みやま市にある保健医療経営大学内にてキャンドル

ナイトのイベントが開催されました。今回で9回目となるこ

のイベントに合わせて、元青年海外協力隊OGの体験談発表

や派遣国の楽器演奏会、写真展も同時開催させて頂きまし

た。夕方にまず平川易子OGによるマラウイでの貴重な体験

談発表をして頂き、その後参加者全員のカウントダウンで

全ての電気を消し、ロウソクに火を灯しました。その幻想

的な雰囲気の中で古賀知美OGによるキルギス楽器を用いた

演奏が始まりました。遠いアフリカの国マラウイの話や楽

器コムズから奏でる音楽に参加者の方々も興味津々の様子

でした。一方写真展の方は、図書館の前をお借りし、15名

の協力隊OVが現地で見て感じて撮影してきた写真を展示い

たしました。この写真展は今月7月10日まで展示させて頂き、

多くの学生さん達に見て頂く事になっています。この写真

展をきっかけに、一人でも多くの学生さんや一般市民の

方々が国際協力を身近に感じてもらう機会となればと思っ

ております。（武井）
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空き缶で作った

キャンドル

立山会長による災害ボランティア

活動報告

古賀知美OGのコムズ演奏

写真展の様子：パネル40枚を展示
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福岡市企画、ふくおか元気応援隊第２期の一員として、当協会より宮城県仙台市宮城野区地区で災害ボランティア活

動に行って参りました。その活動概要や被災地の状況をご報告いたします。

【行程】：5月23日～5月28日の6日（現地活動は3日間）。1日目19:30に出発式が福岡市役所であり、副市長をはじめ、

多くの市の職員より見送られ、36名（市民26名、市職員10名）は大型バスで出発した。2日目は、片道約1500キロの道

のりを約20時間かけて仙台市内まで向かった。宿泊先は市内から離れた山間の秋保地域、木の家というロッジで温泉

もあり、移動や活動の疲れを癒し、夜は皆で豚汁やカレーなどの食事を作った。現地の活動を27日の14:30に終え、28

日の12時頃、福岡市役所に戻り、無事活動を終えた。

【活動内容】毎朝７時にそれぞれが作業着等に着替え、マスクやヘルメット、非常食等を持参して北部津波ボラン

ティアセンターへ向かい、ボランティア登録をして、依頼者のニーズに応じて活動を行った。活動内容は、畑や水路

からのヘドロや瓦礫の撤去、被災家屋内の清掃、土砂や家財道具の搬出、仮設住宅（約90戸）への寝具や生活用具の

搬入等であった。

【被災地の状況】活動した海岸部（蒲生・岡田地区）では、自動車や瓦礫などは道端や畑などに依然と放置されてお

り、テレビで見た光景が広がる。仙台市内中心部は、普段の生活を取り戻している様子で、そのギャップには驚きを

隠せなかった。立ち入り禁止が解除された住宅地域では、被災家屋内の清掃、土砂や家財道具の搬出や、家屋の修復

等が進められており、仮設住宅の建設が急ピッチで進められている。

【所感】道端に飾られていた花束、基礎しか残っていない家の跡に十字架と希望のメッセージ、被災家屋の泥の中か

らでてきた遺族の思い出の物や写真、テレビの映像を越えた現実に触れて、被災者の方々におかけする言葉がただた

だ見つかりません。この場を借りて亡くなられた方々に、心よりご冥福をお祈りすると共に、そのご遺族、被災者の

方々に心よりお見舞い申し上げます。また、今後も離れた場所、九州でできる支援をニーズに合わせて続けて行きた

いと思います。

東北大震災 被災地でのボランティア活動報告

～目で見て、肌で触れた被災地の様子～ JOCA九州職員 福永 善暢

Japan Overseas Cooperative Association of  Kyushu

6月27日（月）より、JOCA九州事務所が移転いたしました。11年という長い年月私たちJOCA九州を支え、

多くの思い出を残した事務所でしたが、これからは心機一転新事務所にて活動の幅を広げていく所存で

す。旧事務所からも徒歩３分ほどです。お立ち寄りの際は、お間違えなく！

〒812-0011 福岡県博多区博多駅

前3-10-34 Mビル3号館2F AB号室

New Office

みなさんのお越しをお待ちしております！

思い出の詰

まった事務所

沿岸付近の学校の様子 宮城県北部津波ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱセンター内の様子
個人宅での泥だしの様子
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発行 特定非営利活動法人九州海外協力協会

〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3－10－34 Mビル3号館 ２F
AB号室
TEL：092-415-6536
FAX：092-415-6518
HP：http://www.joca-kyushu.or.jp/
E-mail：ngoqshuint@joca-kyushu.or.jp

～JOCA Kyushuブログ～
ブログを開設しております。週に3度スタッフが協力隊時代の

話や活動の話しを記しております。お時間のあるときにぜひご覧
下さい。コメントもお待ちしております！
ブログへは下記URLへアクセス下さい。

お知らせ

故齊藤 雅之職員を偲ぶ会

昨年亡くなられた当協会の齊藤職員を偲ぶ会を福岡県青年海外協力協会の有志により開催されます。生前

親交のあった方々など広く参加を呼びかけておりますので、ご希望の方はお問合せださい。

期日：平成23年10月1日（土）15時より（開始時間は予定です）

場所：福岡市内（現在調整中）

問合せ先：福岡県青年海外協力協会 齊藤雅之ＯＢを偲ぶ会実行委員会

発起人 立山 誠

【mail】：masa.saitoh.spirit@gmail.com

Japan Overseas Cooperative Association of  Kyushu

会員募集のお知らせ！
当会の活動に、ご賛同頂ける団体・個人を、募集致し

ております。会員の方には「JOCA Kyushuだより」を送
付する他、当会主催、共催のイベント情報をご案内致
します。

正会員 賛助会員

個 人 ¥3,000 ¥2,000

団 人 ¥10,000 ¥10,000

法 人 ¥30,000 ¥10,000

ご関心のある方は、当会までお問い合わせください。


